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える応用範囲の広いDC－DCコンバータ制御IC，
ISL8117を例にして，バック・コンバータの基礎か
ら実際の動作までを解説します．
　実験に使用するISL8117の評価ボードを写真1に
示します．この評価基板は出力電圧がDC12 Vに設
定されていますが，出力電圧がDC3.3 Vに設定され
たデモ・ボードISL8117DEMO1Zもあります．デ
モ・ボードの回路（図1）では，入力電圧DC48 Vか
らCPUに適した出力電圧DC3.3 Vへと，1/15に近
いDC電圧変換を行えます． 〈編集部〉

　高性能なCPUやFPGAは，十分に安定な電圧を
供給する必要あります．しかも，これらのデバイス
は消費電力が大きいので，効率の悪い電源回路を使
うと，電源回路が発熱して大変です．
　これらの電源回路には，効率が良いDC－DCコン
バータを使うのが一般的です．DC－DCコンバータ
のうち，入力電圧より低い電圧を出力するタイプを
バック・コンバータ（buck converter）と言います．
電源回路として良く使う形式です．
　入力許容電圧範囲が広く，産業用の48 Vまで使

写真1　入力電圧範囲が4.5～60 Vと広い降圧型DC－DCコンバータ用制御IC ISL8117の評価ボードISL8117EVAL2Z
出力はDC12 V，20 A．入力電圧DC18～60 Vの範囲で動作する．回路図は図11を参照
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ISL8117の評価ボード（写真1）を2名様，12 V，20 A出力のデモ・ボード（タイト
ル写真）を9名様にプレゼント！応募はトラ技Webページの読者アンケートから
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